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第Ⅲ章 ｜ 跡地利⽤計画策定に向けた配置⽅針の検討 

 第Ⅲ章 跡地利⽤計画策定に向けた配置⽅針の検討 

1. 有識者検討会議の開催

（１）有識者検討会議の位置づけ

（１）-１ 有識者検討会議の⽬的

本調査においては、沖縄県及び宜野湾市が策定した「普天間飛行場跡地利用計画の全体

計画の中間取りまとめ」（平成 25 年 3 月）をもとに、跡地利用計画（素案）の策定に向け

た各分野における取組みの具体化に関する検討を行う事を目的に、普天間飛行場跡地利用

策定有識者検討会議を設置し、関連内容について検討を実施した。 

平成 27 年度では文化財・自然環境の保全・活用について検討を行う普天間飛行場跡地利

用計画策定有識者検討会議 文化財・自然環境部会及び、配置方針図の更新など計画内容の

具体化全般について検討を行う普天間飛行場跡地利用策定有識者検討会議 土地利用・機能

導入部会の２部会を設置し、相互連携の下で各内容に関する検討を実施した。 

平成 28 年度においては、上記２部会での検討より見出した課題を受け止め、普天間公園

（仮称）公園懇談会、西海岸地域開発整備懇談会での検討経過、提言内容及び課題等を踏

まえて、普天間飛行場跡地利用策定有識者検討会議にて、配置方針及び配置方針図の更新

に向けた計画内容の具体化全般について検討を実施した。 

平成 29 年度においては、「中間取りまとめ」の「計画づくりの方針」に関わるこれまで

の検討経緯を整理するとともに計画内容の具体化に向けた課題等を抽出し、普天間公園（仮

称）懇談会の提言や関連計画の検討経過を踏まえた配置方針・配置方針図の更新に向けた

検討を実施した。 
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（１）-２ 有識者検討会議の概要 

有識者検討会議について、以下の通り時系列で整理した。 

表Ⅲ-１ 有識者検討会議の概要

開催時間 有識検討会議 概要 

① 

平成 29 年 

11 月 28 日 

（火） 

第１回 

有識者検討会議 

・普天間公園（仮称）懇談会の提言を踏まえ、普

遍的な資源（自然環境・歴史文化財資源）に関

する先進事例を参考にした土地利用の考え方

や、沖縄の新たな都市機能の抽出に向けたライ

フスタイルイメージ考察、広域的観点からの検

討について意見交換を実施した。 

・情報発信について、昨年度のプロモーションビ

デオ及び本年度のプロモーションビデオの概

要案を上映し、本年度の取組みに対して意見交

換を実施した。 

② 

平成 30 年 

2 月 5 日 

（月） 

第２回 

有識者検討会議 

・配置方針・配置方針図の更新に向けた検討課題

に対する取組みについて、これまでの検討経緯

を整理するとともに計画内容の具体化に向け

た課題や関連計画の検討経過を踏まえた都市

基盤整備に関する検討等について意見交換を

実施した。 

・情報発信については、プロモーションビデオを

上映し、内容及び今後の情報発信の取組みに対

して意見交換を実施した。 

※有識者検討会議については、後項にて詳細に示す。
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（２）有識者検討会議 

（２）-１ 委員名簿 

表Ⅲ-２ 有識者検討会議の委員名簿 

 名 前 所属・役職 専門分野等 

１ 岸井 隆幸  日本大学理工学部教授 
都市開発 

都市交通 

２ 池田 孝之 琉球大学名誉教授 
都市計画 

公園緑地 

３ 池田 榮史 琉球大学法文学部教授 考古学 

４ 宮城 邦治 沖縄国際大学名誉教授 自然環境 

５ 小野 尋子 琉球大学工学部准教授 都市計画 

６ 上江洲 純子 沖縄国際大学法学部教授 合意形成 

７ 前田 光幸 
沖縄観光コンベンションビューロー 

専務理事 

観光 

国際交流 

８ 松永 力也 松永不動産鑑定事務所所長 不動産 

９ 中本 清 宮平設計技術顧問 建築 

１０ 宮城 政一 字宜野湾郷友会理事 郷土史 

１１ 呉屋 勝広 
ねたてのまちベースミーティング 

会長 
市民 

１２ 大川 正彦 
普天間飛行場の跡地を考える若手の会

会長 
地権者関係者 

１３ 又吉 信一 宜野湾市軍用地等地主会会長 地権者 
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（２）-２ 開催状況 

有識者検討会議は次の通り開催した。 

表Ⅲ-３ 有識者検討会議の開催状況 

開催日 検討内容 配布資料 出席者 

 

第 1 回 

●日時 

平成 29 年 

11 月 28 日（火） 

14：30～17：00 

 

●場所 

ジュビランス 2 階 

会議室/蘭の間 

 

1．当会議の位置づけについ

て 

2．配置方針・配置方針図の

更新に向けた検討課題に

対する取組み 

3．情報発信について 

 

 

 

・議事次第 

・会議設置要綱 

・委員名簿 

・座席表 

・資料１ 

 「平成 29 年度普天間

飛行場跡地利用計画

策定有識者検討会議

（第 1回）」本編 

・資料２ 

 「平成 29 年度普天間

飛行場跡地利用計画

策定有識者検討会議

（第 1回）」参考資料 

・シナリオ想定別土地利

用検討に向けた自然

環境からの緑地配慮

事項等（琉球大学小野

研究室提供資料） 

 

・岸井 隆幸  

・池田 孝之 

・池田 榮史 

・宮城 邦治 

・小野 尋子 

・上江洲 純子 

（欠 席） 

・前田 光幸 

・松永 力也 

・中本 清 

・宮城 政一 

・呉屋 勝広 

・宮城 武 

（大川正彦代理） 

・又吉 信一 
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開催日 検討内容 配布資料 出席者 

 

第 2 回 

●日時 

平成 30 年 

2 月 5 日（月） 

14:00～17:00 

 

●場所 

フェストーネ 

研修室 BC 

 

1． これまでの検討内容に

ついて 

2． 都市基盤整備の方針に

関する検討について 

3． 合意形成や情報発信に

向けた取組について 

 

 

・議事次第 

・会議設置要綱 

・委員名簿 

・座席表 

・資料１ 

西海岸地域開発整備

有識者懇談会の提言

（案）の概要 

・資料２-1 

 「平成 29 年度普天間

飛行場跡地利用計画

策定有識者検討会議

（第２回）」これまで

の検討内容について 

本編 

・資料２-２ 同参考編 

・資料３ 

 「平成 29 年度普天間

飛行場跡地利用計画

策定有識者検討会議

（第２回）」都市基盤

整備の方針に関する

検討について 

・資料４ 

合意形成や情報発信

に向けた取組につい

て 

・参考配布 

「全体計画の中間取り

まとめ」パンフレット 

第 1回有識者検討会議

の主な意見、議事録 

 

・岸井 隆幸 

（欠 席） 

・池田 孝之 

・池田 榮史 

・宮城 邦治 

・小野 尋子 

・上江洲 純子 

・前田 光幸 

・松永 力也 

・中本 清 

・宮城 政一 

・呉屋 勝広 

・宮城 武 

（大川正彦代理） 

・又吉 信一 
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 （２）-３ 議事要旨 

（２）-３-１ 第 1 回有識者検討会議の主な意⾒ 

（２）-３-１-１ 当会議の位置づけについて 

① 跡地利⽤素案策定に向けた全体の流れについて 
・跡地利用計画素案策定に向けた全体の流れに記載している文化財自然環境部会にお

いては、湧水を保全することでとりまとめたので、その内容を反映してほしい。 

・中間取りまとめの策定から時間が経過していることもあり、検討経緯を整理し、全

体像を把握し直す必要がある。 

（２）-３-１-２ 配置⽅針・配置⽅針図の更新に向けた検討課題に対する取組み 

① 公園や緑が街の価値を⾼める事例からの考察(⾃然環境資源の保全・活⽤)について 
・公園懇談会の提言に示された公園の範囲では、大山地域の湧水は枯れることが予想

される。水と緑のネットワークについては丁寧な検討が必要。 

・普天間飛行場は既に不動産価値が高く、周辺の土地利用密度も高いことから、緑地

を保全する観点からも、普天間飛行場跡地利用において建物の高層化は有効だろう。 

・高層化にあたっては地下構造、地下水涵養を考慮した緑地の配置に合わせて、建築

がどこまで高層化に耐えられるのかも試算できるとよい。 

・シンガポールは地理的なポテンシャルはあるが、もともと植生は豊かではなく、多

くは外来種で緑も人工的なものがほとんど。緑地の形成にあたっては、普天間飛行

場の土地に持っている力（風土）を活かすことが重要。 

・大規模公園を目指す上で地域性や管理・費用負担状況についての検討は今後必要。 

 

② ⽂化財等をまちづくりに活⽤している事例からの考察(歴史・⽂化財)について 
・文化財は自然に合わせて担保されるということだが、既知の文化財だけでなく、発

見されていない文化財が出たときの考え方を整理しておく必要はある。 

・湧水は現在でも業務利用があり、単なるアメニティ利用だけではない。活用イメー

ジは可能性をもっと広げられると良い。 

 

③ 新しい沖縄のライフスタイルのイメージの考察等からの検討について 
・普天間の特徴や特性を受け、普天間飛行場跡地の居住者像はある程度の取捨選択は

必要。 

・沖縄の良さは温かく過ごしやすい気候でもある。沖縄で近年記録されている猛暑日

の対策としても公園や緑の効果はある。 

・ライフスタイルのイメージは住宅系と商業系のどちらがコアになるか、短期滞在か

長期滞在かの想定も踏まえられると良い。 

・普天間飛行場跡地は、緑や病院等の周辺機能と連携した、県内外、国外から住居系

の長期滞在が適している。 

・移住者が増えることで伝統文化や地域の行事が失われることは避けたい。移住者と
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のまちづくりは難しいかもしれないが、綱引き等の行事を通して、移住者と地域の

人との良き関係ができると良い。 

・鉄軌道による効果や近接する西普天間住宅地区跡地との連携も考える必要がある。 

・人口規模の予測は最大と最少で想定できると良い。 

 

④ 広域的観点からの検討について 
・鉄軌道については、国、県も検討しているところだが、跡地利用計画側からルート

と駅の位置を提案していくべき。 

・不明確な要素は残るが、これまでの検討を踏まえ、道路、鉄道の検討状況を鑑み、

駅等を想定した提案ができると良い。 

・都市基盤がどの案となっても対応できるシナリオを複数想定し、検討を進める必要

がある。 

 

（２）-３-１-３ 情報発信について 

① 本年度のプロモーションビデオ制作について 
・シンガポールのまちづくりは国家戦略である。ＰＶに盛り込む際は正確に伝えてほ

しい。 

・普天間公園の部分で湧水への配慮に関する記載もあると良い。 

・大規模国営公園を目指す上で、地域性や管理・費用負担状況についての検討は今後

必要。 

・若者の跡地利用への関心が薄れているようである。ＰＶは公民館、成人式の集まり

の場でも上映できると良い。 

・並松街道のイメージはあるが、緑道のイメージがないので、ＶＲなどで、水と緑の

ネットワークの表現を盛り込むと良い 

 

※議事要旨は、参考資料参照 
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（２）-３-２ 第２回有識者検討会議の主な意⾒ 

（２）-３-２-１ 報告事項について 

・普天間飛行場跡地と西海岸地域は一体ではなく分けて考え、連携することが重要。 

（２）-３-２-２ これまでの検討内容について 

・スマートシティの検討は今後のまちづくりには必要。エネルギー、住空間、自然環

境のバランスがとれた暮らし方が普天間飛行場跡地に望ましい。 

・想定緑地フレームは、地表水と地下水の混同がみられるので丁寧な整理が必要。 

（２）-３-２-3 都市基盤整備の⽅針に関する検討について 

・普天間飛行場での鉄軌道利用者像の設定は土地利用にも関わる重要なこと。 

・ルート案が 2駅案、3 駅案でも跡地の中央を通る。東側の市街地に近いところを通

り、駅を設置することを考えても良いのではないか。 

・鉄軌道のターゲットに観光客もいれる場合は、目的地に行けることが重要。 

・普天間飛行場跡地は重要な交通結節点になるだろう。 

・既存植生は種類、重要度が異なることを踏まえた地下水への配慮が必要。 

・鉄軌道が地下式の島尻泥岩層を通る場合は環境への影響が少ないだろうが、計画段

階と実施設計の誤差が生じる場合があり、環境保全の観点から懸念される。普天間

飛行場跡地はテーマである水と緑の一体の考えが重要。また、駅の検討にはまちづ

くりの方向性や沖縄県民のライフスタイルの想定も必要。 

・駅の配置は宜野湾横断道路との関係が重要になってくる。 

・鉄軌道の構造について、景観上は地下がよい。 

・中間取りまとめ以降、観光客が増加しているので、二次交通の考えも重要となる。 

・鉄軌道部局の検討報告を基に、この委員会で議論を進めてほしい。これまでの跡地

側の検討と合わないことがないようにしてほしい。 

（２）-３-２-4 合意形成や情報発信に向けた取組について 

・普天間飛行場として接収される前は緑豊かな場所だったことがＰＶで分かると良い。 

・ＰＶは子や孫、本土の方など、幅広く発信できるといい。 

・若手の会の会員からは、大規模公園の整備に心配する声がある。不動産の観点から

勉強会等ができれば、理解にも繋がるかもしれない。 

・普天間飛行場跡地で目指す公園は普通の公園とは異なる。公園自体が収益に繋がる

仕組みづくりが必要であり、公園内にどんな施設を配置するかが重要。 

・地権者は緑の中のまちづくりがどのように価値を生むかに関心がある。地権者に、

人が集まることで経済の発展に繋がり、それが土地の価値を高めるというプロセス

をどう分かりやすく示せるかが重要。 

 

※議事要旨は、参考資料参照 
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２. ⻄海岸地域開発整備有識者懇談会の概要 

 

● 普天間飛行場跡地利用に先行して進められる西海岸地域開発の方向性について、平

成 27・28 年度から引き続き本年度も有識者懇談会が開かれ、提言がとりまとめられ

た。 

● 本年度は、全体の構成の見直しを図り、概要版の作成も行った。 

● 昨年度検討された「① 来訪者と居住者で賑わうリゾート地づくり」、「② 海を見

せる・海から見せる風景づくり」に加えて、本年度は「③ 快適かつストレスフリ

ーな移動環境づくり」について検討した。 

 

（１）⻄海岸地域開発整備有識者懇談会の概要 
西海岸地域開発整備有識者懇談会（以下、「本懇談会」と言う。）の設置目的、開

催経緯、並びに本懇談会の構成員を示す。 

 

（１）-１ 懇談会の設置⽬的 
西海岸地域（北谷町、宜野湾市、浦添市にかけた都市の連たんする沿岸地域）の開

発について、中南部都市圏駐留軍用地跡地利用広域構想では「駐留軍用地の跡地利用

にあたっては、周辺市街地と連携しつつ、魅力ある都市空間の形成を図ると同時に、

各圏域の多様な機能との相互の連携により、沖縄全体の発展につなげる」としている。 

したがって、広域構想を踏まえた駐留軍用地跡地利用と西海岸地域開発をはじめ周

辺地域の整備について検討する必要がある。 

そこで、沖縄県では平成 27 年度から本懇談会を設置し検討を進めている。本懇談会

は、開発整備に関する提言書をとりまとめ、別調査業務にて策定される普天間飛行場

跡地利用計画（素案）へ繋げることを目的としている。 

 

（１）-２ 開催経緯 
本懇談会では、駐留軍用地跡地利用と一体となった西海岸地域の開発のあり方と今

後の進め方について、各委員の専門分野の知見に基づいて提言書（案）を作成してい

る。この提言書（案）の内容は、今後策定予定の普天間飛行場の跡地利用計画（素案）

等へ反映していくとともに、世界水準の都市型オーシャンフロント・リゾート地の形

成に向けた取り組みに対する方向性を示すものである。 

本懇談会は、平成 27 年度に 2回、平成 28 年度に 2回開催された。引き続き本年度

は第５回が開催され、提言書のとりまとめを行った。開催年月日と検討事項は次頁の

表に示すとおりである。 
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表Ⅲ-４ 海岸地域開発整備有識者懇談会の開催年月日と検討事項 

 開催年月日 検討事項（概要） 

第１回 
平成 28 年  

2 月１日 

【検討事項】 

・西海岸地域開発整備懇談会の役割と進め方、西海岸地域

の開発整備の方向性について 

１．西海岸地域開発整備有識者懇談会の役割と進め方（案） 

２．西海岸地域の現状 

３．西海岸地域の開発整備の検討 

（１）拠点機能の考え方 

（２）海岸の考え方 

（３）景観形成の考え方 

（４）交通の考え方 

４．西海岸地域の開発整備に向けたスケジュール（案） 

第２回 
平成 28 年 

 3 月 25 日 

【検討事項】 

・西海岸地域の開発整備における コンセプトの考え方に

ついて 

１．第１回懇談会の主な意見の整理 

２．西海岸地域のコンセプトの検討に向けた概念図（案） 

（１）周辺地域との役割分担及び連携 

（２）「沖縄らしさ」について 

（３）ターゲットの検討 

３．駐留軍用地跡地と西海岸地域におけるプロセスプランニング 

第３回 
平成 28 年 

10 月 24 日 

【検討事項】 

・西海岸地域の開発のあり方について 

・提言書(案)の方向性について 

１．西海岸地域開発整備有識者懇談会の役割と進め方 

２．提言書の構成（案） 

３．提言書（案）のとりまとめに向けた検討  事項 

（１）開発の目標設定（ｺﾝｾﾌﾟﾄ） 

（２）開発整備の考え方 

（３）短期的視点による今後の進め方（ﾌﾟﾛｾｽﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ） 

第４回 
平成 29 年 

１月 12 日 

【検討事項】 

・提言書（案）の構成・内容について 

・提言とりまとめに向けた課題等について 

[西海岸地域の開発のあり方について提言書（案）] 

Ⅰ．背景と目的 

Ⅱ．提言書策定の考え方 

Ⅲ．提言（案） 

Ⅳ．今後の展開 

第５回 
平成 30 年 

１月 23 日 

【検討事項】 

・これまでの議論を踏まえた提言書の修正案について（構

成・内容の確認） 

・提言のとりまとめ及び今後の展開について 

１．これまでの検討経緯 

２．提言書の修正案について 

３．今後の展開について 

（１）３市町が連携した取組み 

   （機能分担・交通連携等） 

（２）駐留軍用地跡地利用等への反映について 
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（１）-３ 構成委員 
本懇談会には、西海岸地域開発の重要６分野（都市計画・都市景観、観光関連事業

（民間事業者）、ランドスケープ、まちづくり、経済、観光政策（行政経験者））に

ついて、各分野の専門知識・情報を有する方が参加した。 

 

表Ⅲ-５ 西海岸地域開発整備有識者懇談会の構成委員 

氏 名 所属・役職等 専 門 任期 

池田 孝之 琉球大学名誉教授 
都市計画 

都市景観 

平成 28 年 1 月 

～ 

平成 30 年 3 月 

伊達 美和子 
森トラスト株式会社 

代表取締役社長 
観光関連事業 

平成 28 年 1 月 

～ 

平成 30 年 3 月 

水庭 千鶴子 
東京農業大学 造園科学科 

准教授 
ランドスケープ 

平成 28 年 1 月 

～ 

平成 30 年 3 月 

高嶺 晃 
恩納村 恩納通信所跡地 

プロジェクトマネージャー 
まちづくり 

平成 28 年 1 月 

～ 

平成 30 年 3 月 

宮城 健三 
沖縄振興開発金融公庫 

融資第一部 部長 
経済 

平成 28 年 1 月 

～ 

平成 28 年 3 月 

喜納 兼次郎 
沖縄振興開発金融公庫 

企画調査部 部長 
経済 

平成 28 年 10 月 

～ 

平成 29 年 3 月 

普久原 朝隆 
沖縄振興開発金融公庫 

企画調査部 部長 
経済 

平成 29 年 11 月 

～ 

平成 30 年 3 月 

嘉手苅 孝夫 
沖縄観光コンベンションビューロー 

専務理事 
観光政策 

平成 28 年 1 月 

～ 

平成 29 年 3 月 

前田 光幸 
沖縄観光コンベンションビューロー 

専務理事 
観光政策 

平成 29 年 11 月 

～ 

平成 30 年 3 月 
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（２）⻄海岸地域開発整備有識者懇談会の提⾔の概要 
西海岸地域開発整備有識者懇談会で作成された「西海岸地域の開発のあり方につい

て提言書」の概要は次頁の通りである。 
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3．配置⽅針、配置⽅針図の更新に向けた検討 

 本項では、「全体計画の中間取りまとめ」をふまえた各分野の取組内容の具体化の取

組経緯を整理し、配置方針、配置方針図の更新に向けた当面の検討課題を明らかにする。 

  
（１）「計画づくりの⽅針」の具体化に向けた取組の整理 

「全体計画の中間取りまとめ」における「計画づくりの方針」別に、これまでの取組経

緯を整理する。 

■関連計画や有識者意⾒聴取の取組み経緯 

平成 

２４年度 

 「全体計画の中間取りまとめ」 の策定 

 （H25.3／沖縄県・宜野湾市） 

検討項目 《関連計画等の取組》 《有識者等意見聴取》 

平成 

２５年度 

  

 

平成 

２６年度 

  

 

平成 

２７年度 

  

 

平成 

２８年度 

  

 

平成 

２９年度 

 

 

 

 

中南部都市圏 

駐留軍用地跡地利用 

広域構想(H25.1) 

【沖縄県・関係６市町村】 

県民意見聴取 

行程計画(案)作成 

有識者検討委員会 

有識者意見聴取 

有識者意見聴取 

（１９名の専門家へのヒアリングを実施） 

西普天間住宅地区返還 

(H27.3) 

西普天間住宅地区跡地利用計画 

(H27.7)【宜野湾市】 

新しいまちづくりと 

コミュニティの再生･創生ワークショッ

プ(H28.2) 

普天間公園(仮称)への提言書 

(H29.3) 

【普天間公園(仮称)懇談会】 

平成２８年度 有識者検討会議 

西海岸地域の開発のあり方と 

今後の進め方提言書 

(H30.3) 

【西海岸地域開発整備有識者懇談会】 

文化財･自然環境部会 

土地利用・機能導入部会 

平成２９年度 有識者検討会議 
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（１）-１ 「環境づくりの⽅針」の具体化に向けた取組経緯 

平成 

２４年度 

「全体計画の中間取りまとめ」 の策定 （H25.3／沖縄県・宜野湾市） 

Ⅰ．環境づくりの方針 
１．沖縄振興に向けた環境づくり 
２．地域の特性を活かした環境づくり 

検討項目 広域構造等 自然環境資源 歴史文化資源 

平成 
２５年度 

 

平成 

２６年度 

   

平成 

２７年度 

   

平成 

２８年度 

   

平成 

２９年度 

   

広域の水と緑の構造 

⇒「広域構想」「中間取りまとめ」からの読み取り 

広域景観としてのあり方 

⇒斜面緑地～石灰岩台地～丘陵の縦断方向の３軸と在来植生

集積エリアによる広域景観 

跡地における環境・風景づくりの考え方 

⇒広域景観（地形）・水・緑・歴史の４層のインフラによる環境づ

くりの骨格 

基地周辺環境等の調査によ

る広域の水と緑のネットワ

ーク形成の検討 

・水・緑の骨格となる環境（西

側斜面や普天間川・比屋良

川等）の現況把握 

・地形模型による資源の分布

状況の把握 

自然環境資源の現況把握 

・ボーリングデータ分析によ

る地下構造（水脈・水盆・

空洞）の推定 

・外周調査による基地内状況

の類推（動植物・地形地質・

水系） 

歴史文化資源の現況把握 

・重要遺産（１４遺跡）の分類 

・保全に係る評価・活用の基準

の考え方 

各資源の重要度・重要箇所の推定、保全活用方策の検討 

広域エリア方針（水・緑・ 

歴史） 

・東西のまとまった緑を繋ぐ

ネットワーク 

・水との関わりや水の流れを

意識させるネットワーク 

・庶民文化を偲ばせる遺産の

ネットワーク 

地下空間状況や緑地配置の

考え方の精査 

・地層断面模型の作成による

地下空間状況（地層、地下

水脈、地下空洞等）の把握 

・風況や地下水流域を考慮し

た緑地配置の考え方の整

理 

文化財の保全・活用の地元意

向とモデルプラン 

・郷友会、地権者による遺跡

等の保全活用意向の把握及

び課題・留意事項等の整理 

・保全活用のモデルプランに

よる風景づくりの演出、景

観誘導の検討 

地形・地質・風況・水系等を

踏まえた土地利用の構造 

・地下水・地下空間に配慮し

た土地利用や道路計画 

・広域景観・防風への配慮 

歴史・自然環境資源が一体となった緑地空間の確保 

・南東側・北西側のまとまった既存緑地に集積する資源の保全・

活用 

各資源の保全活用のあり方・配慮事項の整理、重要度に応じた各資源の重ね合わせによる重要区域の検討 

公園・緑地の整備による効果・役割の把握 

・海外先進事例等における公園・緑地の整備による波

及効果の確認 

・環境づくりの取組内容等への反映 

普遍的な資源を踏まえた土地利用・緑地配置の考え方の検討 

文化財等をまちづくりに活

用している事例からの考察 

・種別による歴史・文化資源

活用の方向性の想定 

・歴史文化資源の活用事例の

整理 

緑の保全・創出や文化財の活用を図る意義の検討 

歴史・文化資材を活用したま

ちづくりとｺﾐｭﾆﾃｨ形成 

・旧集落から得られた知見の

整理 

・並松街道の再生の検討 

広域的な水と緑のネットワ

ーク構造の形成 

・地下水流域毎の湧水量や水

質に配慮した水の軸と拠

点の形成 

・質の高い既存樹林や事前環

境・歴史文化資源を保全す

る緑の拠点と軸の形成 
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（１）-２ 「⼟地利⽤及び機能導⼊の⽅針」の具体化に向けた取組経緯 

平成 

２４年度 

「全体計画の中間取りまとめ」 の策定 （H25.3／沖縄県・宜野湾市）  

Ⅱ．土地利用及び機能導入の方針 

１．多様な機能の複合によるまちづくり 

２．土地利用需要の開拓と並行した計画づくり 

検討項目 機能導入 土地利用 

平成 

２５年度 

  

平成 

２６年度 

  

平成 

２７年度 

  

平成 

２８年度 

  

平成 

２９年度 

  

  

機能導入の方針の方向性 

・都市形成タイプの想定 

・導入が想定されるコア機能の整理 

土地利用ゾーニング 

・土地利用ゾーニングと導入機能の関係

性整理 

土地利用計画イメージ・機能導入イメージ 

・新たな検討条件や配慮事項の整理 

・土地利用計画イメージ及び各エリア（中央・北・南エリア）における機能導

入イメージの検討 

配置方針図変更の方向性の検討 

土地利用配置・想定土地利用フレーム 

・西普天間住宅地区との連携、地域コミュニティ配慮、鉄軌道導入の想定等

を踏まえた土地利用配置の検討 

・導入が想定される都市機能の整理 

・想定土地利用フレームの検討 

配置方針図の更新に向けた検討 

機能導入の方針に係る検討 

・産業振興政策の方向性 

・広域的な立地条件の整理 

・マーケット動向・ニーズ把握等 

配置方針図の更新検討 

・人口・就業フレームの検討 

・ゾーニングイメージ案の提示（万国

津梁の舞台､沖縄らしさの追求､人

材育成等） 

機能導入等の新たなポテンシャル検討 

ライフスタイルイメージからの考察 

・生活者の意識価値観 

・ライフスタイルイメージの想定 

・ライフスタイルを支える都市機能の抽出 

ライフスタイルイメージからの考察 
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（１）-３ 「都市基盤の⽅針」の具体化に向けた取組経緯 

平成 

２４年度 

「全体計画の中間取りまとめ」 の策定 （H25.3／沖縄県・宜野湾市）  

Ⅲ．都市基盤の方針 

１．多様な機能の複合によるまちづくり    ３．緑地空間の整備 

２．土地利用需要の開拓と並行した計画づくり ４．供給処理・情報通信基盤の整備 

検討項目 幹線道路・鉄軌道等 緑地空間 供給処理・情報通信 

平成 

２５年度 

 

 

  

平成 

２６年度 

   

平成 

２７年度 

   

平成 

２８年度 

   

平成 

２９年度 

  

     

 

  

広域道路ネットワーク 

・中部縦貫道路の新構想ル

ートの想定 

緑地空間 

・(仮称)普天間公園の役割

と方向性 

供給処理・情報通信 

・導入が想定される技術等

の整理 

幹線道路・鉄軌道等 

・整備にあたっての配慮事

項の整理 

緑地空間 

・緑地空間の形成手法の検

討 

・街路樹の形成イメージの

検討 

スマートシティ 

・スマートシティ実現に向

けた課題及び具体的な取

組み等の整理 

中間取りまとめ課題と検討の方向性 

幹線道路・鉄軌道等 

・関係部局による検討経過

の整理・報告 

緑地空間 

・地下水涵養を促進する緑

地量の確保の考え方 

・緑地配置方針の検討 

供給処理・情報通信 

・スマートシティ導入のあ

り方 

・供給処理・情報通信基盤

導入のあり方 

都市基盤整備の方針の具体化方策の検討 

幹線道路・鉄軌道等 

・関係部局による検討経過

の整理・報告 

緑地空間 

・開発整備と一体となった

緑地空間のあり方の検討 

供給処理・情報通信 

・｢緑の中のまちづくり｣｢環

境配慮型まちづくり｣の取

組みイメージ例 

関係部局の検討状況を踏まえた具体化方策の検討 

幹線道路・鉄軌道等 

・基地跡地利用の検討を踏

まえた基地跡地周辺にお

ける鉄軌道のあり方提案 

広域的観点からの都市基盤整備のあり方の検討 

緑地空間 

・ネットワーク部分の緑地

空間検討 
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 第Ⅲ章 ｜ 跡地利⽤計画策定に向けた配置⽅針の検討 

 

（１）-４ 「周辺市街地整備との連携⽅針」の具体化に向けた取組経緯 

平成 

２４年度 

「全体計画の中間取りまとめ」 の策定 （H25.3／沖縄県・宜野湾市）  

Ⅳ．周辺市街地整備との連携方針 

１．周辺市街地の改善と連携した跡地利用 

２．跡地と周辺市街地にまたがる環境づくりと都市基盤整備 

検討項目 周辺市街地整備との連携 

平成 

２５年度 

 

 

平成 

２６年度 

 

平成 

２７年度 

 

平成 

２８年度 

 

平成 

２９年度 

 

 

 

周辺の公園・緑地との連携 

・周辺市街地の都市公園分布の把握 

・周辺公園緑地との連携の考え方 

普天満宮周辺における検討 

・周辺市街地の現状や変遷等の整理 

・普天満宮周辺の課題の整理 

・普天満宮周辺の将来ゾーニングの

イメージの検討 

普天満宮周辺の検討 

周辺市街地整備との連携 

・周辺市街地の環境改善に向けた課

題の抽出等 

・既存施設再配置の想定 

周辺市街地整備との連携 

・既存施設の現状把握と再配置の方

向性の検討 

・周辺市街地の幹線道路整備の整理 

周辺市街地の環境改善の検討 

周辺市街地整備との連携 

・既存公共施設の再配置による効果 

・普天間公園に期待される役割 

既存施設の再配置の方向性検討 

周辺市街地整備との連携効果 
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 第Ⅲ章 ｜ 跡地利⽤計画策定に向けた配置⽅針の検討 

 

（２）「計画づくりの⽅針」の具体化に向けた課題 
「全体計画の中間取りまとめ」における「計画づくりの方針」別に、これまでの取組事

項と今後の課題を整理する。 

なお、実施してきたことについては、県市他部署等による実施事項（赤字）も記載する

とともに、「全体計画の中間取りまとめ」以降の取組みの中で、新たな視点として捉える

べき事項（青字）についても追加して整理する。 

 

（２）-１ 「環境づくりの⽅針」に対するこれまでの取組事項と今後の課題 
計画づくりの方針 実施してきたこと 今後の課題 

環
境
づ
く
り
の
方
針 

◆
沖
縄
振
興
に
向
け
た
環
境
づ
く
り 

○沖縄振興

の舞台と

なる「緑

の中のま

ちづくり」 

・大規模跡地ならでは

の「緑」の整備水準

を目標 

・「施設緑地」と「地域制緑

地」による段階的整備及び

緑化・誘導手法の検討 

・普遍的な資源を踏まえた緑

地配置の考え方の検討（公

共／民間による緑地形成の

あり方の整理など） 

・公園や緑の整備による効果・

役割の整理、先進事例収集 

 ・緑化等の目標や「施設緑地」

と「地域制緑地」のあり方

について、地権者との合意

形成を図ることが必要 

・これまでにない「緑

の豊かさ」を見せる

計画づくり 

・跡地全体の風景づくりの考

え方の整理 

・普遍的な資源を踏まえた緑

地配置の考え方の検討（歴

史文化資源や地形と一体と

なった緑地の形成など） 

・「普天間公園（仮称）への

提言書」による （仮称)普天

間公園の理念、あり方の提

言（＊「ランドスケープイ

ニシアティブ（緑が先導す

るまちづくり）」により沖

縄振興の舞台を創る） 

・土地利用及び都市基盤が具

体化した段階で、各土地利

用ゾーン及び公共施設での

緑地・緑化の考え方の深度

化が必要 

○環境の豊

かさが持

続するま

ちづくり 

・低炭素化や資源循環

等の環境に配慮した

先進的な取組の導入 

・スマートシティ実現に向け

た課題及び具体的な取り組

み等の整理 

・環境配慮型都市(スマートシ

ティ)の導入のあり方として、

「沖縄型スマートシティを

構成する要素と課題」、「課

題解決に向けた 8 つの視

点」、「スマートシティ化

の取組」の検討 

・供給処理・情報通信基盤の

導入のあり方として、「水

系の保全・再生に配慮した

まちづくり」、「ＩＣＴを

活用した情報通信基盤導入

のまちづくり」の検討 

・土地利用及び施設配置等が

具体化した段階で、より詳

細な検討が必要 

・最先端の取組、技術革新の

情報収集・更新が必要 

・環境づくりに向けた

総合的な研究の推進 

－ ・跡地利用計画が具体化して

いく中で、適切な時期に検

討が必要 
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 第Ⅲ章 ｜ 跡地利⽤計画策定に向けた配置⽅針の検討 

 

計画づくりの方針 実施してきたこと 今後の課題 

環
境
づ
く
り
の
方
針 

◆
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
環
境
づ
く
り 

○広域的な

水と緑のネ

ットワーク

構造の形成 

 

・広域的な水と緑のネットワ

ーク構造の検討 

・水・地形・緑・歴史の４層

から成る普遍的な地域資源の

骨格の整理 

・基地内の立ち入り調査によ

り、普遍的な地域資源の実態

の把握が必要 

○まとまり

のある樹林

地の保全・

整備 

・生態系ネットワーク

の形成に向けた既存

樹林の保全 

・基地外周・周辺調査による

基地内の自然環境の類推 

・既往文献等調査による基地

内の重要植生の把握 

・基地内の立ち入り調査（動

植物調査等）により、生態系

の生息や重要植生の区域など

の実態の把握が必要 

・跡地内外にまたがる

西側斜面緑地の保

全・整備 

・広域景観・風景づくりの考

え方の整理 

・基地内の立ち入り調査（植

生調査等）により、優先的に

保全・整備すべき区域の精査

や手法に関する検討が必要 

○地域特有

の水循環の

保全・活用 

・雨水地下浸透の促進

による湧水量の維持 

・地下水流域毎の地下水浸透

の計画前後での比較と湧水量

の維持に向けた配慮事項の整

理（基地内外の上下流部を含

む） 

・先進事例等調査による湧水

量の維持に向けた取組手法の

整理 

・基地内の立ち入り調査（湧

水・電気探査等）により、地

下水脈や雨水地下浸透の実態

を把握し、水収支シミュレー

ション等の分析が必要 

・地下水の推進の維

持・改善 

・周辺調査による周辺市街地

からの流入状況等の把握 

・地下水流域毎の湧水の水質

状況の整理と水質の改善に向

けた配慮事項の整理（基地内

外の上下流部を含む） 

・先進事例等調査による水質

保全に向けた取組手法の整理 

・基地内の立ち入り調査（水

質・土壌調査等）により、地

下水流入や地表面・土壌等の

実態を把握した上で、汚染水

の地下浸透の防止や小河川や

排水路の水質改善方策等の検

討が必要 

・跡地における地下水

等の循環利用 

・既往文献等による基地周辺

の湧水・地下水利用の現状把

握 

・先進事例等調査による地下

水等の循環利用に向けた取組

手法の整理 

・土地利用及び施設配置等が

具体化した段階で、雨水地下

浸透・貯留の計画目標の設定

や水循環利用等の具体化が必

要 

・地下空洞上部におけ

る土地利用の安全の

確保 

・ボーリングデータ調査箇所

での地下空洞の位置・状況の

把握 

・文献調査等による溶食凹地・

地下空洞上での建物・土地利

用の制約・配慮事項の整理 

・基地内の立ち入り調査（電

気探査等）により、地下空間

の実態を把握した上で、土

地・建物利用の制限・誘導に

関する計画への反映が必要 

・地域特有の資源とし

ての地下空洞の保

全・活用 

・既往調査による基地内にお

ける洞穴の分布・特徴等の整

理 

・先進事例等調査による洞穴

等地下空間の保全活用に向け

た取組手法の整理 

・基地内の立ち入り調査（洞

穴内部探査等）により、地下

空間の実態を把握した上で、

洞穴の保全・活用や地表面利

用等計画への反映が必要 
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計画づくりの方針 実施してきたこと 今後の課題 

環
境
づ
く
り
の
方
針 

◆
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
環
境
づ
く
り 

○「宜野湾」

の歴史が見

えるまちづ

くり 

・「（仮）歴史まちづ

くりゾーン」の風景

づくり 

・既存の文化財調査結果や文

献調査等から重要遺跡（14

遺跡）の分類 

・保全に係る評価・活用の基

準の考え方の検討 

・郷友会、地権者等との意見

交換会の開催 

・景観づくりの演出、景観誘

導の検討 

・原風景模型製作や”まちま

～い”等から得られた知見

整理をふまえた歴史・文化

資源を活用したまちづくり

とコミュニティ形成の検討 

・並松街道の再生の検討 

・基地内の立ち入り調査（文

化財）により、保存の対象

とする遺跡を選定した上で、

歴史・文化資源の保全・活

用等計画への反映が必要 

・歴史・文化資源を残すこと

の意義を地域住民との共有

を図ることが必要 

・遺跡の現状保存と連

携した環境づくり 

・既存の文化財調査結果や文

献調査等から重要遺跡（14

遺跡）の分類 

・保全に係る評価・活用の基

準の考え方の検討 

・原風景模型製作や”まちま

～い”等から得られた知見

整理をふまえた歴史・文化

資源を活用したまちづくり

とコミュニティ形成の検討 

・文化財等をまちづくりに活

用している事例からの考察 

・基地内の立ち入り調査（文

化財）により、保存の対象

とする遺跡を選定した上で、

歴史・文化資源の保全・活

用等計画への反映が必要 

・歴史・文化資源を残すこと

の意義を地域住民との共有

を図ることが必要 
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（２）-２ 「⼟地利⽤及び機能導⼊の⽅針」に対するこれまでの取組事項と今後の課題 
計画づくりの方針 実施してきたこと 今後の課題 

土
地
利
用
及
び
機
能
導
入
の
方
針 

◆
多
様
な
機
能
の
複
合
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り 

※配置方針

（ 土 地 利

用）検討 

 ・計画人口・就業フレームの

検討 

・導入が想定される都市機能

の整理 

・想定土地利用フレームの検

討 

・基地内の立ち入り調査によ

る実態把握や骨格都市基盤

の方向性等が明らかになっ

た時点で、配置方針・配置

方針図の更新検討が必要 

○振興拠点

ゾ ー ン の

形成 

・沖縄振興に向けた基幹

産業等の集積地形成 

・都市形成タイプの想定と想

定されるコア機能の整理 

・産業振興政策の方向性の整

理 

・広域的な立地条件の整理 

・マーケット動向・ニーズ把

握等 

・那覇空港や西海岸との近接

性を活かした国際的な産業

振興ゾーンの提案 

・広域的な連携を考慮した機

能導入の方向性の検討が必

要 

・西普天間住宅地区跡地

における沖縄健康医療

拠点との連携 

・西普天間住宅地区跡地と連

携した新たな沖縄発展の核

となる研究開発・業務機能

の展開ゾーン形成の提案 

・配置方針・配置方針図の更

新検討と合わせ、位置づけ

の確認が必要 

・機能誘致の促進等に向

けた中核施設の整備 

－ ・跡地利用計画が具体化して

いく中で、適切な時期に検

討が必要 

○都市拠点

ゾーンの

形成 

 

 

・アジアのダイナミズム

を取り込む振興・交流

拠点の形成 

・広域的な立地条件からみた

普天間飛行場跡地の可能性 

・21 世紀の万国津梁の舞台と

なる国際交流・地域交流ゾ

ーン形成の提案 

・配置方針・配置方針図の更

新検討と合わせ、位置づけ

の確認が必要 

・まちづくりの原動力と

なる広域集客拠点の形

成 

・広域的ポテンシャルから想

定される都市機能（商業・

業務）の整理 

・高次複合施設用地の想定 

・配置方針・配置方針図の更

新検討と合わせ、必要な機

能や規模の想定等の深度化

が必要 

・市民の新しい生活拠点

となる市民センターの

整備 

・広域的ポテンシャルから想

定される都市機能（行政・

文化等）の整理 

・高次複合施設用地の想定 

・配置方針・配置方針図の更

新検討と合わせ、必要な機

能や規模の想定等の深度化

が必要 

・都心の生活利便を享受

する都心共同住宅の導

入 

・駅前型複合施設用地や都市

型集合住宅用地の想定 

・配置方針・配置方針図の更

新検討と合わせ、必要な機

能や規模の想定等の深度化

が必要 

・鉄軌道駅や広域幹線道

路のポテンシャルの活用 

・鉄軌道駅設置の想定や広域

幹線道路沿道のポテンシャ

ルを活かしたゾーニング配

置の提案 

・骨格都市基盤の方向性等を

踏まえたゾーニング配置の

再検討が必要 
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計画づくりの方針 実施してきたこと 今後の課題 

土
地
利
用
及
び
機
能
導
入
の
方
針 

◆
土
地
利
用
需
要
の
開
拓
と
並
行
し
た
計
画
づ
く
り 

○地権者の

協働によ

る用地供

給の促進 

・地権者の協働に向けた

意向醸成の促進 

・地権者の合意形成・意見聴

取活動（地主会、若手の会

等） 

・将来イメージを討議するた

めの PV 制作 

・意向醸成の継続的な取組み

が必要 

・まとまりのある用地供

給見通しの確保 

－ ・跡地利用計画が具体化して

いく中で、適切な時期に検

討が必要 

○機能誘致

見 通 し の

確 保 に も

と づ く 計

画づくり 

・跡地利用への参加を呼

びかける情報収集 

・市民の合意形成・意見聴取

活動（NB ミーティング、ま

ちづくり座談会、まちま～

い等） 

・将来イメージを討議するた

めの PV 制作 

・ホームページ等による情報

発信 

・継続的な情報発信の取組み

が必要 

・跡地利用計画が具体化して

いく中で、適切な時期に県

外・国外への情報発信・収

集が必要 

・機能誘致見通しの確保

に向けた情報収集 

－ ・跡地利用計画が具体化して

いく中で、適切な時期に情

報発信・収集が必要 
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（２）-３ 「都市基盤の⽅針」に対するこれまでの取組事項と今後の課題 
計画づくりの方針 実施してきたこと 今後の課題 

都
市
基
盤
整
備
の
方
針 

◆
幹
線
道
路
の
整
備 

○上位計画

にもとづ

く広域的

な幹線道

路の整備 

・｢沖縄総合交通体系基本

計画｣､｢中南部都市圏都

市交通マスタープラン｣

等に位置づけられてい

る｢中部縦貫道路｣､｢宜

野湾横断道路｣の整備 

・上位関連計画に関する位置

づけ等の整理 

・普天間飛行場跡地周辺の跡

地利用の方向性を踏まえた

中部縦貫道路の新構想ルー

トの想定（独自検討） 

・県関係部局による普天間飛

行場及び周辺の広域的な幹

線道路の整備のあり方等の

検討（継続中） 

・関係部局による広域的な幹

線道路の整備のあり方（中

部縦貫道路等）の検討結果

等から、広域的な幹線道路

の方向性等が明らかになっ

た時点で、跡地内の広域的

な幹線道路の整備計画の検

討が必要 

・東海岸で計画されてい

る大型MICE施設との連

携 

－ ・広域的な道路計画の反映が

必要 

○宜野湾市

の 都 市 幹

線 道 路 網

の整備 

・宜野湾市都市計画マス

タープランを踏まえた

都市幹線道路の整備 

・上位関連計画に位置づけら

れた都市幹線道路の跡地区

域外との接続部に係る課題

の整理 

・広域的な幹線道路の方向性

や整備計画の検討等を踏ま

え、都市幹線道路の整備計

画の検討が必要 

・都市幹線道路網を補完

する地区幹線道路の整

備 

・都市幹線道路を補完する地

区幹線道路の跡地区域外と

の接続部に係る課題の整理 

・広域的な幹線道路の方向性

や整備計画、都市幹線道路

の整備計画の検討等を踏ま

え、地区幹線道路の整備計

画の検討が必要 

◆
鉄
軌
道
を
含
む
新
た
な
公
共
交
通
軸
の
整
備 

○公共交通

軸として

の鉄軌道

等の整備 

・公共交通軸の導入を前

提とした効果的ルート

の想定 

・県関係部局による鉄軌道等

に関するルートや構造等を

検討（推奨ルート案選定） 

・跡地利用として望ましい鉄

軌道のルートや駅配置に係

るケーススタディ 

・県関係部局による鉄軌道等

に関するルートや構造等の

検討結果等をふまえ、跡地

内の効果的ルートの想定し、

土地利用や都市基盤整備等

の計画検討が必要 

・公共交通軸の活用に向

けた計画づくりの推進 

－ ・県関係部局による鉄軌道等

に関するルートや構造等の

検討結果等をふまえ、公共

交通利用の拡大と跡地利用

の促進につながる駅配置等

の検討が必要 

○西海岸地域

との連携を

促進するフ

ィーダー交

通等の導入 

 ・「西海岸地域の開発のあり

方についての提言書」によ

る提言（＊快適かつストレ

スフリーな移動環境づくり） 

・都市幹線道路等の整備計画

の検討と合わせたフィーダ

ー交通等の導入等の検討が

必要 
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計画づくりの方針 実施してきたこと 今後の課題 

都
市
基
盤
整
備
の
方
針 

◆
緑
地
空
間
の
整
備 

○広域計画

にもとづ

く（仮称）

普天間公

園の整備 

・跡地を活用した緑地の

拡大 

・広域的な水と緑のネットワ

ーク構造の検討 

・普遍的な資源を踏まえた緑

地配置の考え方の検討（普

天間公園（仮称）のコアと

なる区域の想定） 

・「普天間公園（仮称）への

提言書」による （仮称)普天

間公園の理念、あり方の提

言（＊「ランドスケープイ

ニシアティブ（緑が先導す

るまちづくり）」により沖

縄振興の舞台を創る） 

・基地内の立ち入り調査によ

る実態把握による環境づく

りの計画の深度化や配置方

針・配置方針図の更新検討

と合わせ、必要な規模や施

設内容等の検討が必要 

・沖縄振興の拠点となる

交流空間の整備 

・「普天間公園（仮称）への

提言書」による （仮称)普天

間公園の理念、あり方の提

言（＊「21 世紀の万国津梁」

の舞台を創る） 

・海外視察等調査を踏まえた

振興拠点ゾーンにおける緑

地空間のあり方の検討（企

業・研究施設等と一体的な

緑地・緑化の形成の考え方

や手法の整理など） 

・振興拠点ゾーンや都市拠点

ゾーンのあり方とも連携し、

21 世紀の万国津梁の舞台と

なる交流空間のあり方の検

討が必要 

・広域防災機能の導入 ・広域防災拠点の機能の検討 ・広域的な計画との整合、普天

間公園（仮称）の整備・管理

手法と併せた検討が必要 

○自然・歴

史特性の

保全・活

用に向け

た公園等

の整備 

・既存樹林等の保全と連

携した公園等の整備 

・広域的な水と緑のネットワ

ーク構造の検討 

・普遍的な資源を踏まえた緑

地配置の考え方の検討（普

天間公園（仮称）のコアと

なる区域の想定） 

・「普天間公園（仮称）への

提言書」による （仮称)普天

間公園の理念、あり方の提

言（＊沖縄のアイデンティ

ティを継承・発信する舞台

を創る） 

・基地内の立ち入り調査による

実態把握による環境づくりの

計画の深度化や配置方針・配

置方針図の更新検討と合わ

せ、公共施設として維持・管

理が必要な区域の選定が必要 

・基地内立ち入り調査による実

態把握を踏まえ、保全すべき

区域の明確化と公園・緑地等

の計画への反映が必要 

・「並松街道」の整備 ・並松街道の再生の検討 ・配置方針・配置方針図の更

新検討と合わせ、並松街道

の整備のあり方の深度化が

必要 

・重要遺跡の現状保存と

連携した公園等の整備 

・普遍的な資源を踏まえた緑地

配置の考え方の検討（普天間

公園（仮称）のコアとなる区

域の想定） 

・文化財の保全・活用イメージ

（モデルプランによる検討） 

・「普天間公園（仮称）への提

言書」による （仮称)普天間

公園の理念、あり方の提言

（＊沖縄のアイデンティティ

を継承・発信する舞台を創る） 

・基地内の立ち入り調査（文

化財）により、保存の対象

とする遺跡を選定した上で、

歴史・文化資源の保全・活

用等計画への反映が必要 

・歴史・文化資源を残すこと

の意義を地域住民との共有

を図ることが必要 
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計画づくりの方針 実施してきたこと 今後の課題 

都
市
基
盤
整
備
の
方
針 

◆
供
給
処
理
・
情
報
通
信
基
盤
の
整
備 

（
◆
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
形
成
） 

○身近な生

活の場と

なる公園

等の整備 

・跡地の住宅地の魅力づ

けに向けた公園等の整

備 

・原風景模型を踏まえた住宅

地構成において考慮すべき

事項の整理 

・普遍的な資源を踏まえた土

地利用・緑地空間の考え方

の検討（遺跡等と一体とな

った緑道・風況など住環境

に配慮した緑地等の考え方

など） 

・街路樹等の形成イメージの

検討 

・土地利用及び施設配置等が

具体化した段階で、普遍的

な資源活用の具体方策等の

詳細な検討が必要 

・周辺市街地からの利用

に向けた公園等の整備 

・周辺と基地内の公園緑地と

の連携の考え方を整理 

・普天間公園（仮称）への周

辺市街地の視点から期待さ

れる役割を整理 

・配置方針・配置方針図の更

新検討と合わせ、普天間公

園（仮称）等の計画への周

辺市街地の視点から期待さ

れる役割を踏まえた位置や

規模等の検討が必要 

○スマート

シティの

形成 

・スマートシティづくり

の推進 

・スマートシティ実現に向け

た課題及び具体的な取り組

み等の整理 

・環境配慮型都市(スマートシ

ティ)の導入のあり方として、

「沖縄型スマートシティを

構成する要素と課題」、「課

題解決に向けた 8 つの視

点」、「スマートシティ化

の取組」の検討 

・緑の中のまちづくり・環境

配慮型のまちづくりの取組

概念の整理 

・スマートシティ実現に向け

た位置づけの明確化が必要 

・土地利用及び施設配置等が

具体化した段階で、より詳

細な検討が必要 

・最先端の取組、技術革新の

情報収集・更新が必要 

 ・エネルギー負荷の低

い建築物の推奨（ス

マートハウス・スマ

ートビル等） 

 ・エネルギーの面的

活用（地域エネル

ギーマネジメント） 

 ・公共交通等の利便

性向上（公共交通

優先） 

 ・防災・防犯への配

慮（IT・ICT の活用） 

 ・ゆいまーるシティ

普天間のブランデ

ィ ン グ （ 地 域 活

性・産業振興） 

 ・自然と共生するま

ちなみ（「水と緑

のネットワーク拠

点」の形成） 
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計画づくりの方針 実施してきたこと 今後の課題 

都
市
基
盤
整
備
の
方
針 

◆
供
給
処
理
・
情
報
通
信
基
盤
の
整
備 

（
◆
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
形
成
） 

○供給処理

基盤の整

備 

・広域における既定計画

にもとづく施設整備 

－ ・跡地利用計画が具体化して

いく中で、適切な時期に検

討が必要 

・水循環の保全に向けた

雨水排水施設の整備 

・水系の保全・再生に配慮し

たまちづくりの必要性の整

理 

・土地利用及び施設配置等が

具体化した段階で、より詳

細な検討が必要 

・最先端の取組、技術革新の

情報収集・更新が必要 

・再生可能エネルギーへ

の転換と連携した電力

供給施設の整備 

・導入が想定される技術の整

理 

・スマートシティ実現に向け

た検討 

・土地利用及び施設配置等が

具体化した段階で、より詳

細な検討が必要 

・最先端の取組、技術革新の

情報収集・更新が必要 

○情報通信

基盤の整

備 

・情報通信環境の向上に

よる産業立地の促進 

・導入が想定される技術の整

理 

・沖縄国際情報通信基盤事業

の概要整理 

・土地利用及び施設配置等が

具体化した段階で、より詳

細な検討が必要 

・最先端の取組、技術革新の

情報収集・更新が必要 

・情報通信基盤の活用によ

る生活の豊かさの追求 

・ＩＣＴを活用した情報通信

基盤導入のまちづくりの必

要性の整理 

・土地利用及び施設配置等が

具体化した段階で、より詳

細な検討が必要 

・最先端の取組、技術革新の

情報収集・更新が必要 

※
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
形
成
の
一
環
と
し
て
取
組
む
（
再
構
成
） 
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 第Ⅲ章 ｜ 跡地利⽤計画策定に向けた配置⽅針の検討 

 

（２）-４ 「周辺市街地整備との連携⽅針」に対するこれまでの取組事項と今後の課題 

計画づくりの方針 実施してきたこと 今後の課題 

周
辺
市
街
地
整
備
と
の
連
携
の
方
針 

◆
周
辺
市
街
地
の
改
善
と
連
携
し
た
跡
地
利
用 

○周辺市街

地の再編 

・市街地の再開発等に必

要な用地の供給 

・北側周辺市街地における密

集市街地改善・環境づくり

のイメージ検討 

・広域都市基盤の方向性等を

踏まえた、周辺市街地の整

備計画の検討が必要 

・既存施設の移転立地意

向に対応した用地の供

給 

・市街地の分断による非効率

な市民サービスの現状把握 

・周辺市街地内の既存公共施

設の再配置による効果の整

理 

・既存公共施設再配置後の敷

地利用の提案 

・根幹的都市機能の配置方針

を踏まえた、周辺市街地の

整備計画の検討が必要 

○跡地と周

辺 市 街 地

に ま た が

る 生 活 圏

の再編 

・周辺市街地からの利用

に向けた公園等の整備 

・周辺と基地内の公園緑地と

の連携の考え方を整理・普

天間公園（仮称）への周辺

市街地の視点から期待され

る役割を整理 

・配置方針・配置方針図の更

新検討と合わせ、普天間公

園（仮称）等の計画への周

辺市街地の視点から期待さ

れる役割を踏まえた位置や

規模等の検討が必要 

・周辺市街地の既存施設

利用による跡地の住宅

立地の促進 

－ ・跡地利用計画が具体化して

いく中で、適切な時期に検

討が必要 

◆
跡
地
と
周
辺
市
街
地
に
ま
た
が
る
環
境
づ
く
り
と
都
市
基
盤
整
備 

○周辺市街

地におけ

る環境づ

くり 

・西側斜面緑地の保全 ・周辺市街地における環境づ

くりの反映事項を整理 

・基地内の立ち入り調査を踏

まえた、環境づくりの具体

化方策の反映が必要 

・「並松街道」の再生 ・周辺市街地における環境づ

くりの反映事項を整理 

・国道 330 号沿いの一部にお

いて並松街道整備を計画 

・並松街道の再生の検討 

・基地内の立ち入り調査を踏

まえた、環境づくりの具体

化方策の反映が必要 

・国道 330 号沿いの一部にお

ける並松街道整備の推進 

・その他区間における跡地と

連携した並松街道の空間再

生のあり方の検討が必要 

・湧水利用による農業、

生物の生息・生育環境

等の継承 

・周辺市街地における環境づ

くりの反映事項を整理 

・基地内の立ち入り調査を踏

まえた、環境づくりの具体

化方策の反映が必要 

・跡地に流入する河川や

排水路の水質の改善 

・周辺市街地における環境づ

くりの反映事項を整理 

・基地内の立ち入り調査を踏

まえた、環境づくりの具体

化方策の反映が必要 

○周辺市街地

における幹

線道路の整

備 

・周辺市街地整備から見

た道路構造・ルートの

選定 

・幹線道路網（計画案）の想

定される整備課題を整理 

・関係部局による広域的な幹線

道路の整備のあり方（中部縦

貫道路等）の検討結果等から、

広域的な幹線道路の方向性等

が明らかになった時点で、道

路構造、ルート等の選定が必

要 

・広域的な幹線道路の具体化を

踏まえ、宜野湾市全域におけ

る交通網の見直しが必要 

・周辺市街地における幹

線道路の早期整備の推

進 

－ ・道路構造・ルートの選定を

踏まえ、周辺市街地におけ

る整備推進のあり方の検討

が必要 
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 第Ⅲ章 ｜ 跡地利⽤計画策定に向けた配置⽅針の検討 

 

（３）当⾯の検討課題 
配置方針、配置方針図の更新に向け、「全体計画の中間取りまとめ」における「計画づ

くりの方針」別のこれまでの取組経緯や今後の課題をふまえ、当面の検討課題を整理する。 

 

①基地内⽴ち⼊り調査の実施 
これまで既往文献・既往調査、郷友会ヒアリング等により、普天間飛行場内の普遍的な

地域資源（自然環境・歴史文化資源）の分布等を把握してきた。 

今後、基地内の立ち入り調査により、実態を正確に把握し、優先的に保全・活用すべき

地域資源（保全・活用できる地域資源）の区域を精査やその手法について検討していく必

要がある。 

基地内立ち入り調査により把握すべき事項は、以下の通り。 

【自然環境資源】 

・生態系の生息や重要植生の区域などの実態把握 

・地下水脈や雨水地下浸透の実態把握 

・地下水流入や地表面・土壌等の実態把握 

・地下空間の実態把握 

【歴史文化資源】 

・文化財調査による保存対象となる遺跡の選定 

 

②鉄軌道推奨ルート案選定をふまえた検討 
鉄軌道の構想段階における計画案づくりについては、平成 26 年度から県民意見をふま

えながら５つのステップに分けて段階的に進めてきたところである。 

本年度、沖縄鉄軌道計画検討委員会において推奨ルート案が選定され、平成 30 年２月

に推奨ルート案に基づく概略計画（案）のパブリックコメントを実施し、同年３月、知事

に計画書(案)を手交したところ。 

なお、次年度、知事がルート案を最終決定する見通しとなっている。 

鉄軌道の方向性をふまえた検討事項は、以下の通り。 

【都市基盤の方針の具体化】 

・鉄軌道の推奨ルート案をふまえた跡地内の想定ルートや構造、駅配置等の検討 

・跡地内の鉄軌道想定ルートをふまえた中部縦貫道等の広域幹線道路の検討 

【環境づくりの方針の具体化】 

・都市基盤の方向性（鉄軌道・広域幹線道路）をふまえた地域資源の影響と対策 

【土地利用及び機能導入の具体化】 

・跡地内の鉄軌道想定ルートをふまえた土地利用ゾーニングや軌道導入の在り方 

【周辺市街地整備との連携方針の具体化】 

・跡地内の鉄軌道想定ルートふまえた周辺市街地の影響と課題 

・跡地内の鉄軌道想定ルートふまえた周辺市街地における整備の在り方  等 
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